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              学校関係者評価報告書 

 

 

1．学校関係者評価委員会 

 

(1) 開催日時  平成 28年 7月 12日（火） 午後 2時 00分～午後 4時 00分 

 

(2) 開催場所  日本航空専門学校 2階大会議室 

 

(3) 出席者   

学校関係者評価委員    

染谷   誠 氏  (公益社団法人 日本航空技術協会 常務理事 総務部長) 

刈谷 英博 氏 (ANA新千歳空港株式会社 ｸﾞﾗﾝﾄﾞｻｰﾋﾞｽ部 部長) 

志萱 和孝 氏 (株式会社 JAL ｸﾞﾗﾝﾄﾞｻｰﾋﾞｽ札幌 ﾗﾝﾌﾟｻｰﾋﾞｽ部 ﾗﾝﾌﾟｻｰﾋﾞｽ 4課 課長) 

奥西 武志 氏 (全日本空輸株式会社 整備ｾﾝﾀｰ業務推進部 担当部長) 

谷村 隆士 氏 (株式会社 IHI航空宇宙事業本部 武蔵総務部 主幹)  

森本  健 氏 (株式会社 JAL ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 総務部 統括ﾏﾈｰｼﾞｬｰ) 

飯田 恭久 氏 (ANA新千歳空港株式会社 旅客ｻｰﾋﾞｽ部長) 

飯島 博光 氏 (一般社団法人 白老観光協会 事務局長) 

内村 喜郎 氏 (千歳市青少年育成市民会議 会長) 

         

事務局 

梅沢 忠弘  (学長) 

秋山  博  (副学長 兼 航空整備科 学科長) 

水口  剛  (副学長) 

八反田 武  (教務課 課長) 

佐藤 幹雄  (学生課 課長) 

山口 文櫻  (空港技術科 学科長) 

小林 伸枝  (国際航空ﾋﾞｼﾞﾈｽ科 学科長) 

佐々木 智  (事務長) 

 

(4) 欠席者  

富樫 聰子 氏 (株式会社 JAL ｽｶｲ札幌 総務部 人財育成・採用担当) 
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(5) 評価対象期間 

平成 27年 4月 1日から平成 28年 3月 31日 

       

(6) 実施方法 

学校関係者評価の実施にあたっては、学校関係者評価委員の皆様に「平成 27年 

度自己評価結果」について説明し、自己評価についての評価、意見を頂きました。 

 

(7) 情報公開 

学校関係者評価報告書として取りまとめ、日本航空専門学校のホームページで  

公開いたします。 
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自己評価に対する評価 

 

  評価は、４～１の点数で記載します。 

４：適切  ３：ほぼ適切  ２：やや不適切  １：不適切 

 

 

 

■１ 教育理念・目標                      評価 ４  
意見、提案など 

 

・社会経済のニーズに合わせえてどのようなことに取り組んでいますか。 

（回答）ことばが重要と考え、英語だけではなく中国語、韓国語の授業を取り 

入れています。子供たちに興味をもってもらう為の裾野拡大の活動も 

新たに始めています 

 

・社会経済のニーズは的確にとらえており接客、言語などに力を入れている点は 

評価できる。 

 

・職業教育の充実に向けて魅力の発信をしたい。 

 

・学園として、そらゼミなど社会に貢献したいという構想は現実的であり評価できる。 

 

・航空への興味を引き付ける手段、手法についてさらなる検討をしてほしい。 

 

・教育理念を明確に打ち出す姿も人材育成に大いに貢献する一因となっていると 

感じています。 

 

 

■２ 学校運営                         評価 ４  

意見、提案など 

 

・特に問題はなし。 

 

・適切な運営がなされている。 

 

■３ 教育活動                         評価 ３．９ 
意見、提案など 
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・どのようなものが企業から求められているか重要だと思うのですが、どのように 

企業と連携を図ろうと思っていますか。 

（回答）職業実践専門課程等の機会を通して情報交換を行い積極的に企業との 

連携を図らせていただきたいと考えています。 

 

・是非、このような場を活用していってほしいと思います。 

 

・企業と連携した実践教育（現場の仕事の講師を招いた実習）を充実させ仕事の魅力 

発信を強化して頂きたい。 

 

・更なる職業観の向上に向けて研究・研修を行ってください。 

 

・実践的な職業教育に向け企業との連携を更に密にすることを期待します。 

 

 

■４ 学修成果                         評価 ４   
意見、提案など 

 

・学生の頃からメンタルヘルスケアを行っていることは良いことだと思います。 

  メンタルの強い学生は採用したいと思います。 

（学校より）メンタルヘルスケアを取り入れることにより、人間関係などに 

関する悩みを相談できない学生が自分自身と向き合い、メンタルの 

コントロールができるようになってきています。 

 

・学内にカウンセラーを常駐している学校もありますが検討していますか。 

（回答）常駐することも考えたが、外部のカウンセラーのほうが打ち明けやすい 

と考えています。また、養護教員にカウンセラーの資格を取得させることも 

検討しています。 

 

・就職率は高位安定で評価できる。 

 

・現代の若者に合ったメンタルケアを行っている点は良い。 

 

・学習成果の評価項目として「就職率の向上」を筆頭に掲げられていることは「企業が 

求める人材を育成する」という方針と合致し明確であることが素晴らしいと思います。 

 

 

■５ 学生支援                         評価 ４   
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意見、提案など 

 

・どのような基準でカウンセリングを受ける学生を選んでいるのでしょうか。 

（回答）担任や教科担当の教員が落ち込んでいたり気になる学生に対し受ける 

ことを勧めたり、自ら受ける学生もいます。 

クラス役員や寮役員等の学生自治を行っており、学生同士による声掛けや 

気になる学生がいれば教員に連絡するようになっています。 

 

・教員と学生では年の差があり、相談もあまりできないのではないかと思っていまし 

が、学生自治を行っていることを聞き納得しました。 

 

・課外活動は全学生参加しているのでしょうか。 

（回答）希望者のみです。ボランティアに関しては全員 1回以上参加しており 

ます。 

 

・寮活動、課外活動、ボランティア活動が活発なことも御校の大きな特色だと思います。

今後も活発な活動、学生への継続的な声掛けを期待しています。 

 

・個々の学生への気配り、フォローが実施されている。自由かつ考える学生の育成 

に向けて環境整備をお願いします。 

 

・学生が自発的に活動できる雰囲気作りは評価されるものであり今後も伸ばしていくこ 

を期待いたします。 

 

 

■６ 教育環境                         評価 ４   
意見、提案など 

 

・課題認識の通り、入社しても学生気分が抜けない学生もおり企業人としての覚悟を 

持たせる教育を充実されたい。 

 

・概して教育環境は良好に保たれている。 

 

・インターンシップに参加して頂くことで最終的には採用にも繋がり効果的である。 

 

 

■７ 学生の受け入れ募集                    評価 ４   
意見、提案など 
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・少子化が進む中、さらに活性化を期待したい。 

 

・入学した学生の育成はもとより航空業界の裾野拡大に向けた取り組みにも期待い 

たします。 

 

・オープンキャンパスに企業が参加することで両者効果が得られるため今後も継続 

 して頂きたい。 

 

 

 

■８ 財務                           評価 ４   
意見、提案など 

 

・老朽化に伴う大規模な改修工事も予定しいていますか。 

（回答）改修工事は計画的におこなっております。 

 

 

■９ 法令等の遵守                       評価 ４   
意見、提案など 

 

・特になし 

 

 

■１０ 社会貢献・地域貢献                   評価 ４   

意見、提案など 

 

・ボランティアに参加するように何か仕掛けはしていますか。 

（回答）掲示板に掲示したり、現地への送迎・昼食の手配等のサポート 

をしています。 

 

・ボランティアに参加した時に、学生たちの元気が良かったのが印象的でした。 

 

・町内会や地域のボランティアにも積極的に参加していて、評判も良いです。これからも 

続けていってほしいです。 

 

・日本航空専門学校のボランティア活動は特筆すべき所であり継続した取り組みをお願い

します。 
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・積極的な参加は素晴らしく人間形成に寄与しているものと思われる。 

 

・ボランティア活動への積極的な参加が先輩から後輩に受け継がれている「文化」に 

なっているのではと感じました。今後もこの「文化」を発展させていただければと 

思います。 

 

・千歳 JALマラソンのボランティアにおいては制服（つなぎ）を着ている学生が、さわや 

かに積極的に参加している姿は非常に好印象で学校のイメージが伝わる。 

 

 

 

■１１ 国際交流                        評価 ４   

意見、提案など 

 

・ビザ申請等の対応をしていますか。 

（回答）入学時から対応を行っており、採用担当者とも必要な学生に関しての 

情報交換を行っています。なお、各キャンパスにビザ申請に関する資格 

を持った職員を配置しています。 


